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ヴェーバーとフランクリン
神と富と公共善
梅津順一［著］
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梅津順一（うめつ・じゅんいち）
1947年生まれ。国際基督教大学卒業、東京大学大学院経済学研究科修士課程修了、
博士課程単位取得満期退学。経済学博士（東京大学大学院）。青山学院院長、キリ
スト教学校教育同盟理事長などを歴任。著書『ピューリタン牧師バクスター―― 
教会改革と社会形成』（教文館）、『ヴェーバーとピューリタニズム――神と富との
間』『日本国を建てるもの』（新教出版）他多数。専攻は、経済思想史。

四六判・上製・456 頁・本体 4,500 円（税込定価 4,950 円）
ISBN 978-4-400-42728-5　C1016

近代資本主義を作った人間像
ヴェーバーが名著『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』
で「資本主義の精神」を体現する人物として紹介したベンジャミン・
フランクリン。本書は彼の生涯と行動を綿密に分析し、ヴェーバーの
記述を検証する。フランクリンの宗教観や社会観を通して、初期資本
主義の担い手となった人間像が明らかになると同時に、今日の資本
主義のあり方を批判的に克服する道も展望できるであろう。


